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Ⅲ
藩
鎭
の
進
献
と
畢
絲
絹

上
來
詳
論
せ
し
如
き
藩
鋲
の
多
額
の
進
献
は
細
て
使
長
仙
人
の
名
の
下
に
行
は
れ
る
も
の
で
あ
り
、
從
っ
て
そ
れ
は
正
規

の
税
牧
以
外
の
手
段
に
依
っ
て
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
さ
れ
ば
進
献
硴
行
の
一
面
に
は
彼
等
の
部
内
搾
取
が
並
行

し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
奮
五
代
史
確
梁
書
・
太
測
紀
・
乾
化
二
年
正
月
の
條
に

一

以
丁
審
棚
爲
陳
州
。
而
群
術
犀
以
鞍
馬
金
吊
爲
謝
恩
之
献
。
帝
腫
其
漁
民
復
共
献
而
停
之
。

と
あ
り
、
冊
府
元
地
華
九
帝
王
部
・
赦
宥
・
天
成
元
年
四
月
甲
寅
の
條
に

辻
。
征
賦
上
供
國
之
常
典
。
別
申
進
献
Ｊ
肥
制
生
鯉
。
言
云
。

田

と
あ
る
等
は
上
述
せ
る
進
獣
と
部
民
搾
取
と
の
關
係
を
明
示
せ
る
記
事
で
あ
る
。
尚
此
の
關
係
を
具
鵠
的
に
示
す
好
例
と
し

て
後
晉
の
天
砺
初
年
に
宋
州
節
度
使
と
な
っ
て
ゐ
た
趙
在
澱
の
行
壯
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
彼
は
先
掲
第
二
表
乃
至
第
五
表

中
に
見
ら
れ
る
如
く
天
耐
二
・
三
剛
年
間
に
銭
二
寓
二
干
貫
．
絹
六
千
匹
、
穀
一
寓
石
を
獣
ぜ
し
外
、
更
に
茶
三
寓
斤
そ
の

他
老
献
じ
、
當
時
の
互
額
進
献
者
中
で
も
一
際
目
立
つ
て
ゐ
《
わ
。
か
か
る
亘
額
の
進
献
を
爲
し
得
た
の
は
云
ふ
迄
も
な
く
彼
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１
１

が
聚
敏
に
長
じ
て
ゐ
た
鴬
で
、
窪
五
代
史
畦
九
華
墨
目
・
列
博
五
心
彼
の
鱒
に
は
彼
の
聚
敏
に
巧
な
り
し
こ
と
を

嘩
在
澱
歴
十
餘
鎮
。
繩
州
辛
娠
岬
哩
詐
咋
州
奉
乖
帳
釧
沖
荊
州
書
壁
釧
筆
〉
・
善
治
生
航
貨
。
稜
財
頁
萬
。
両
京
及
所
莅
藩
鎭
。

皆
邸
店
羅
列
し
在
宋
州
日
。
位
天
下
飛
雌
爲
筈
。
在
職
使
比
戸
張
幡
幟
鴫
錐
・
哩
皆
越
境
而
去
。
人
亦
服
共
智
焉

と
記
し
て
ゐ
る
。
此
の
文
面
に
よ
れ
ば
彼
は
よ
く
治
め
、
よ
く
敏
め
た
の
で
あ
っ
て
そ
の
間
に
些
か
も
酩
剥
の
行
爲
は
無
か

つ
た
か
の
感
じ
を
受
け
る
が
、
事
疵
は
此
に
反
し
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
て
、
五
代
史
袖
華
趙
旅
澱
抜
釘
銭
の
催
に
は

趙
在
鯉
之
在
宋
州
也
。
所
爲
不
法
。
百
姓
苦
之
。
一
口
一
下
制
移
鋲
永
興
。
百
姓
欣
然
州
賀
日
。
此
人
若
去
可
爲
眼
中
抜

釘
。
子
何
快
哉
。
在
棚
聞
乏
怒
。
欲
報
抜
釘
之
諦
。
遜
上
表
史
求
宋
州
一
年
。
時
朝
廷
姑
息
軸
臣
。
詔
許
之
Ｊ
在
澱
於

是
命
吏
籍
管
内
戸
口
。
不
論
主
客
。
毎
歳
一
千
納
之
於
家
ｕ
號
日
抜
釘
銭
。
〈
中
略
）
是
歳
推
鐘
百
甑
。

と
彼
の
酷
剥
振
り
を
述
べ
て
ゐ
る
。
五
代
史
袖
の
記
事
は
多
く
巷
間
の
話
柄
に
脇
す
る
類
の
も
の
で
、
そ
の
記
事
が
直
ち
に

史
資
で
あ
っ
た
と
は
信
じ
難
い
も
の
が
あ
り
、
抜
釘
銭
の
如
き
も
一
つ
の
面
白
き
語
草
の
感
じ
は
す
る
が
、
と
も
か
く
彼
が

不
法
聚
敏
を
行
っ
て
ゐ
た
こ
と
丈
は
認
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
先
に
あ
け
た
互
額
の
進
献
は
か
か
る
不
法
聚
敏
に
よ
っ
て
狸

た
財
に
外
な
ら
ず
、
此
の
こ
と
は
醤
五
代
史
の
彼
の
仲
に
も

ｑ

凡
聚
敏
川
得
。
唯
以
奉
椛
豪
崇
継
氏
而
巳
。

と
明
記
し
て
ゐ
る
。
要
す
る
に
藩
鍾
の
貢
献
競
進
の
裏
に
は
深
剛
な
部
民
の
搾
取
が
並
行
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
、
此
の
漁
災

の
手
段
と
し
て
如
何
な
る
方
法
が
一
般
に
川
ひ
ら
れ
て
ゐ
た
か
と
云
ふ
に
勺
そ
れ
は
複
雑
多
様
で
あ
っ
た
。
中
に
は
醤
五
代

史
確
↑
漢
書
、
劉
蛛
仲
に

五
代
誰
鏥
の
認
絲
紺
と
北
来
朝
の
預
災
綱
六
三

Ｉ
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が
）
、
寧
ろ
一
般
的
に
川
ひ
ら
れ
た
も
の
は
表
面
合
法
性
を
有
す
る
方
法
で
あ
っ
た
。
而
し
て
此
の
合
法
的
手
段
に
も
種
袋

挑
八

あ
っ
た
。
先
に
三
一
百
せ
し
砿
碓
・
店
宅
の
迭
茜
、
衝
鋪
の
維
衝
、
乖
閏
の
内
有
、
商
業
貿
易
の
向
総
等
は
何
れ
も
此
の
〈
祠
法

的
手
段
に
鴎
す
る
も
の
で
、
藩
鍾
諦
使
は
仙
人
の
蚕
楴
を
以
て
自
山
に
此
を
行
ひ
得
た
の
で
あ
る
、
但
し
涯
際
に
は
合
法
的

名
目
の
下
に
椛
力
糀
川
に
よ
る
非
合
法
的
行
爲
が
行
は
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
先
に
述
ぺ
し
所
に
依
っ
て
明
か
で
あ
る
。
叉
溌
時

註
九

群
鎭
挺
は
大
抵
商
人
が
そ
の
幕
帷
と
し
て
、
或
は
顧
問
と
し
て
川
ひ
ら
れ
、
相
結
托
し
て
利
益
を
は
か
っ
て
ゐ
る
の
も
、
藩

鋲
の
掛
利
事
業
經
螢
の
一
両
を
示
せ
る
も
の
で
あ
る
、
尚
藩
鋲
の
私
財
蓄
祇
手
段
と
し
て
丘
〈
額
を
規
定
以
下
に
止
め
、
或
は

註
一
○

手
當
を
悪
く
し
て
鞘
を
取
る
術
も
あ
っ
た
が
．
此
は
自
ら
の
丘
〈
力
を
弱
め
る
か
、
士
卒
の
怨
恨
を
碑
風
ひ
地
位
を
喪
失
す
る
倶

が
あ
つ
↑
吟
の
で
、
必
ず
し
も
上
策
と
は
云
へ
す
、
結
局
合
法
的
手
段
の
假
面
の
下
に
部
民
を
搾
取
す
ろ
を
最
善
と
し
た
の
で

あ
る
、
而
し
て
此
の
合
法
的
搾
取
の
一
手
段
と
し
て
先
述
の
諸
法
と
共
に
慣
川
せ
ら
れ
て
ゐ
た
と
思
は
れ
る
の
が
榊
貸
、
特

に
瀧
郷
で
は
畢
絲
組
で
あ
っ
た
。
蒋
鍾
の
進
献
品
目
の
中
心
は
絹
で
あ
り
，
絹
の
調
逹
は
彼
等
の
急
と
す
る
所
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
か
ら
、
畢
絲
絹
は
稲
貸
の
中
で
股
も
一
般
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
た
所
と
推
測
さ
れ
る
、
次
に
進
献
紺
と
畢
絲
紺
と
の
開

五
代
藩
銅
の
畢
絲
綱
と
北
宋
刺
の
而
頁
組
六
四

在
任
呼
翫
州
姫
行
賊
鮫
ｕ
毎
秋
苗
一
畝
。
奉
銭
三
千
。
夏
苗
一
畝
。
銭
二
千
。
以
公
用
。
部
内
畏
之
。

と
あ
る
如
く
・
公
川
の
名
の
下
に
軍
敏
を
掘
行
し
た
者
も
あ
っ
た
が
、
如
何
に
公
用
を
名
と
し
て
も
額
外
軍
倣
の
抽
行
は
非
法

で
あ
り
、
從
っ
て
そ
れ
は
朝
廷
の
帷
ろ
雄
淋
か
、
中
央
の
威
力
の
減
退
し
た
時
に
於
い
て
の
み
礎
行
し
得
可
き
も
の
で
あ
っ

た
。
軍
触
を
合
法
的
に
行
は
ん
と
す
れ
ば
先
に
述
べ
し
根
括
の
場
合
の
如
く
中
央
の
許
可
を
要
し
た
の
で
あ
る
、
さ
れ
ば
か

り

か
ろ
額
外
軍
欽
や
根
括
は
聚
財
手
段
と
し
て
一
般
化
せ
る
も
の
で
は
な
く
（
但
し
雄
群
等
に
よ
っ
て
は
凪
盈
行
は
れ
て
ゐ
た

I



己
に
述
べ
し
如
く
五
代
蒋
鎭
の
畢
絲
絹
は
可
成
り
一
般
化
し
て
ゐ
た
と
恩
は
れ
る
に
拘
ら
李
、
そ
の
史
料
乏
し
く
、
筆
者

の
指
摘
し
得
た
る
も
の
は
繩
か
に
二
例
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
一
例
は
平
虚
、
諦
釧
節
度
便
劉
鉢
で
あ
り
、
他
の
一
例
は
宋
州

節
度
使
常
思
で
あ
る
。
さ
れ
ば
恥
絲
紺
と
進
献
紺
と
特
接
な
る
開
係
あ
り
上
｜
す
る
韮
考
の
見
解
を
立
證
す
る
直
接
の
材
料
は

此
の
雨
例
の
中
に
も
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
そ
こ
で
先
づ
劉
鉄
に
就
い
て
見
る
に
、
齊
五
代
史
確
↑
瀧
書
九
の
彼
の
仲
、

及
び
五
代
中
記
確
三
の
彼
の
傅
北
〈
に
進
献
の
記
事
な
く
、
冊
府
元
蝿
の
貢
献
・
濟
軍
・
輪
財
等
の
條
に
も
彼
の
名
は
見
え
な

い
、
從
っ
て
劉
蛛
の
例
よ
り
恥
絲
紺
と
進
献
と
の
開
係
老
立
詩
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
但
し
彼
は
先
に
掲
げ
し
如
く
公
用

の
名
の
下
に
秋
苗
一
畝
三
千
、
迩
苗
二
千
の
頑
放
辛
娩
行
し
た
漢
で
あ
る
か
ら
、
畢
絲
紺
が
搾
収
の
手
段
と
し
て
好
ん
で
川

ひ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
葬
知
る
参
考
と
な
す
こ
と
が
州
来
る
。
彼
は
不
狐
倣
悩
で
後
詠
せ
ら
れ
て
ゐ
↓
ｏ
か
ら
、
只
蓄
財
の
み
を

刷
り
進
献
ぞ
以
て
人
主
に
妬
び
る
が
如
き
こ
と
発
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
之
に
反
し
他
の
一
例
た
る
常
思
に
於
て
は
盛

に
進
献
を
行
ひ
そ
れ
に
よ
っ
て
鍵
逃
せ
る
老
兇
ろ
の
で
あ
る
。
森
五
代
肥
華
娠
周
聿
虚
の
彼
の
体
に
依
れ
ば
、
彼
は
韮
画
（
後

の
後
唐
）
の
葬
兵
に
應
じ
て
戎
役
に
從
ひ
、
累
進
し
て
後
洩
心
乾
肺
沁
年
昭
鑓
節
度
使
と
な
り
、
居
る
と
と
五
年
、
後
脚
の

庇
順
二
年
宋
州
節
度
使
に
柳
じ
、
翌
三
年
千
嚥
帥
皮
椣
に
移
り
、
在
鎭
叩
疾
を
得
、
淑
偲
沁
年
卒
し
て
ゐ
雫
匂
宋
州
・
半
応

の
雨
鋲
は
常
時
《
勵
饒
を
以
て
知
ら
れ
た
地
方
で
あ
る
。
棚
っ
て
冊
暦
沁
他
誰
泥
帝
王
部
。
紬
貢
献
の
催
を
見
る
に
，
彼
は
右

の
欺
度
の
移
鋲
に
際
し
て
は
勿
満
の
こ
と
、
平
時
に
於
い
て
咄
峻
共
多
制
の
紺
そ
の
他
の
推
献
を
な
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

即
ち
彼
は
昭
義
在
任
中
の
随
順
元
年
正
月
、
太
子
漁
州
に
銀
す
ろ
を
斑
す
る
の
鏡
三
十
閥
（
三
面
打
）
、
及
び
鎧
二
千
五
百

五
代
藩
銅
の
罪
絲
紺
と
北
米
州
の
菰
貿
紺
六
五

Ｑ

係
を
具
禮
的
に
涯
證
し
て
お
こ
う
。

－
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五
代
滞
姻
の
躯
絲
紺
と
北
宋
刺
の
扣
興
紺
六
六

没
。
布
二
千
五
百
匹
・
架
七
千
打
を
進
じ
、
叉
昭
義
よ
り
宋
州
に
移
る
際
入
朝
し
て
紺
三
千
匹
・
銀
千
剛
・
架
二
繭
糾
・
草

註
二

三
戎
困
を
職
じ
て
居
り
、
宋
州
よ
り
平
血
に
移
る
除
吻
入
朝
に
於
い
て
は
前
後
二
回
の
進
献
を
行
ひ
、
前
回
に
は
繩
二
千
五

註
一
二

百
匹
・
大
細
紘
五
百
匹
・
銀
二
千
五
百
剛
を
、
・
後
川
に
は
金
油
器
等
を
献
じ
て
ゐ
る
。
叉
彼
が
宋
州
の
畢
絲
川
收
椛
を
皇
帝

に
献
じ
た
の
も
此
の
時
で
あ
る
、
而
し
て
五
代
史
記
唯
四
の
彼
の
仲
に
依
れ
ば
術
旭
は
未
だ
嘗
て
武
坊
な
く
、
然
も
恩
純
一

プ

慨
に
冠
絶
し
た
と
云
ふ
か
ら
、
彼
の
柴
逃
は
全
く
移
鋲
し
際
や
半
時
の
逃
献
に
在
っ
た
と
云
ふ
可
き
で
あ
ら
う
。
朝
廷
か
か

く
互
獅
逃
献
渚
を
優
遇
し
た
の
は
進
献
か
財
政
の
亜
要
な
る
一
支
柱
で
あ
っ
た
鯛
で
あ
る
。
而
し
て
彼
か
畢
絲
を
行
ひ
、
此

を
現
物
に
取
立
て
す
、
椛
利
そ
の
も
の
を
朝
廷
に
献
じ
た
事
概
は
逃
職
紬
と
架
赫
紺
と
の
關
係
に
對
す
る
筆
荊
の
見
解
を
有

力
に
立
誘
す
る
も
の
で
あ
る
。
叉
五
代
染
料
勅
に
開
す
る
雄
少
営
史
洲
の
中
に
逃
獄
淋
釉
と
の
關
係
を
剛
示
す
ろ
記
事
あ
る

こ
と
は
そ
れ
が
可
成
り
一
般
的
な
關
係
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
見
て
大
遡
あ
る
ま
い
。

か
く
筆
渚
は
中
央
財
政
の
一
亜
要
財
源
た
り
し
逃
職
の
捻
出
手
段
に
商
利
貸
か
あ
り
、
そ
れ
か
可
成
り
一
般
化
し
て
ゐ
た

こ
と
を
主
賑
す
る
の
で
あ
る
か
、
此
の
こ
と
は
決
し
て
利
武
收
入
の
大
部
分
か
逃
献
に
化
し
た
と
云
ふ
事
に
は
な
ら
な
い
。

逃
獄
以
外
に
も
此
に
劣
ら
ざ
る
荊
叡
の
我
油
方
凹
み
り
し
こ
と
を
認
め
る
の
で
あ
ゐ
、
そ
の
主
な
る
も
の
若
干
に
就
い
て
一

考
し
て
お
く
、

逃
献
以
外
の
川
途
と
し
て
先
づ
老
へ
ら
れ
る
の
は
藩
鋲
諦
使
白
身
の
享
楽
的
淌
斐
で
あ
る
が
、
此
に
就
い
て
は
詳
老
を
街

き
、
只
一
例
と
し
て
五
代
史
袖
維
軸
熈
赦
帷
舗
不
催
の
催
に
彼
か
女
恢
百
人
溌
諮
へ
て
ゐ
た
こ
と
見
え
，
叉
二
十
人
三
十
人

３

時
に
は
四
五
十
人
に
及
ぶ
女
架
逃
献
の
こ
と
か
Ⅲ
府
兀
弛
舞
猴
帝
王
部
・
却
貢
献
の
條
に
見
え
て
ゐ
る
事
を
蝶
け
て
お
く
。
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次
は
皇
帝
を
取
巻
く
近
臣
椛
要
へ
の
賄
賂
諭
托
で
あ
る
、
此
は
必
ず
し
も
五
代
に
限
っ
た
現
象
で
は
な
い
が
、
紀
綱
素
凱

特
に
甚
し
き
當
時
に
於
て
は
そ
れ
が
公
然
と
行
は
れ
た
所
に
特
色
が
認
め
ら
れ
る
。
恩
へ
ば
進
献
こ
そ
公
然
と
行
は
れ
る
賄

賂
請
托
の
尤
な
る
も
の
に
外
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
一
般
賄
賂
の
公
行
も
當
然
の
現
象
と
云
ふ
可
き
で
あ
ら
う
、

冊
府
元
躯
参
一
帝
王
部
・
納
降
・
同
光
元
年
八
月
の
條
に

臣
調
児
ｕ
沐
人
（
後
梁
）
兵
衆
不
少
。
諭
共
飛
匝
將
校
維
見
敗
亡
。
趙
股
。
趙
鵲
・
張
漢
傑
居
中
平
政
。
締
結
宮
披
。

賄
賂
公
行
、
、
毎
命
一
統
車
必
先
入
金
銀
千
錠
。
不
山
勤
徳
。
以
賂
取
人
。
凝
智
勇
供
無
。
一
朝
便
爲
大
將
。
是
由
入
銀

と
あ
り
、
同
書
埜
一
後
脚
紀
・
淑
徳
二
一
年
正
月
の
條
に

劉
彦
貞
素
驍
貴
。
無
才
略
。
不
智
兵
。
所
雁
群
鎭
卑
爲
食
器
。
祇
財
互
憧
。
以
賄
椛
要
。
曲
之
魏
岑
等
争
器
之
。

と
あ
る
は
賄
賂
公
行
の
風
、
並
び
に
賄
賂
と
部
民
虐
取
と
の
關
係
を
示
す
例
證
で
あ
る
。
尚
類
似
の
記
事
は
少
く
な
い
。

五
代
滞
麺
の
緊
絲
絹
と
北
宋
朝
の
預
買
紺
六
七

と
あ
り
、
同
聿
基
九
帝
王
部
・
赦
狩
・
同
光
一
革
二
月
巳
巳
の
條
に

偏
朝
（
後
梁
）
取
士
多
不
捧
才
。
蓋
自
藩
方
奏
論
及
凶
權
勢
脇
託
公
行
賄
賂
。
蔑
顧
典
章
。
到
官
唯
務
於
追
求
。
在
任

莫
思
於
郵
理
。
或
聚
蓄
祇
。
更
希
後
任
。
或
揺
敏
以
報
前
恩
。
上
下
州
家
。
迷
迩
爲
筈
。
生
蝿
困
姥
。

と
あ
り
、
費
論
迩
鑑
垂
一
一
後
脈
紀
・
同
光
二
年
二
月
の
條
に

郭
崇
袖
例
至
沖
路
ｕ
噸
父
群
鋲
倣
遺
ｕ
所
親
或
諫
之
ｕ
崇
輔
口
。
吾
位
兼
將
相
。
朧
賜
腫
寓
Ｊ
堆
籍
外
財
。
似
以
侭
梁

爲
賂
便
付
兵
椛
。

之
季
賄
賂
爲
成
風
。
云
云
。

Ｉ
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五
代
藩
蛎
の
羅
絲
組
と
北
飛
朝
の
預
興
紺
六
八

次
に
蕪
鎭
諸
使
は
そ
の
一
身
の
生
命
地
位
を
確
保
す
る
爲
に
、
宵
雌
即
ち
賊
税
を
以
て
養
ふ
派
規
共
の
外
に
、
部
曲
と
雛

す
る
私
兵
を
有
す
る
者
が
多
か
っ
た
。
術
時
部
曲
は
恥
に
兵
士
の
意
味
に
川
ひ
ら
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
が
、
厳
将
に
は
宵
繩

誰
一
三

と
随
別
せ
ら
れ
た
私
丘
〈
ぞ
指
し
て
ゐ
た
。
謎
治
迩
鑑
埜
一
後
彗
一
門
紀
・
天
耐
七
年
正
月
の
條
に

ゞ
彰
武
節
度
使
丁
群
眺
養
部
曲
千
人
。
縦
之
爲
暴
於
境
内
。
云
云
。

と
あ
り
、
同
書
塗
へ
後
府
紀
・
何
光
二
扉
十
二
月
の
條
に

畦
。
閃
勅
從
榮
多
謀
部
曲
。
緋
甲
唾
陰
爲
向
間
。
云
云
。

Ⅲ

と
あ
る
等
は
節
度
使
が
部
曲
の
名
発
以
て
呼
ば
れ
る
私
兵
〃
擁
し
て
ゐ
た
例
で
あ
る
。
尚
類
似
の
記
事
は
少
く
な
い
。
叉
藩

鎭
諸
使
の
中
に
は
特
に
親
軍
を
優
遇
し
賜
恥
〈
を
厚
く
し
て
身
の
安
全
を
は
か
る
群
も
あ
っ
た
、
呉
越
備
史
罐
光
砕
三
年
士
一

月
の
條
の
周
喪
卒
の
原
註
に

潤
州
衙
軍
。
以
軍
額
號
鎭
海
鞭
。
笹
復
継
親
信
。
號
決
勝
軍
。
塵
之
後
椣
。
使
共
子
洩
總
之
。
衆
號
爲
後
椣
軍
。
其
衣

食
糀
賜
澱
幡
於
銀
海
。
云
云
。

と
あ
り
、
費
治
通
鑑
埜
一
後
琴
一
ｍ
紀
・
天
鵬
四
年
七
〃
の
條
に

初
悶
悪
宗
。
以
太
川
元
從
爲
拱
慶
・
控
細
部
。
及
康
宗
立
。
吏
募
壯
士
二
千
爲
腹
心
・
號
哀
衞
都
。
藤
賜
梼
呼
子
二
都
。

或
言
二
都
怨
紫
將
作
飢
。
云
云
。

と
あ
る
等
は
そ
の
数
例
で
あ
る
、
又
或
る
者
は
元
從
兵
な
る
者
を
擁
し
て
ゐ
た
。
元
從
兵
は
右
費
治
迩
鑑
の
記
事
に
も
見
え

る
が
、
更
に
同
書
罐
唾
後
府
紀
・
同
光
二
一
年
三
月
の
條
に

’F
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な
る
事
は
註
一
五
に
引
川
せ
る
記
事

親
術
兵
の
外
に
、
・
賓
幕
・
門
客
・
幕

店
紀
・
天
肺
三
年
正
月
庚
午
の
條
に

と
あ
っ
て
脆
哩
軍
將
・
臓
頭
軍
將
等
の
語
が
見
え
る
が
、
此
等
も
亦
私
兵
的
性
賛
を
有
す
る
將
兵
で
あ
っ
た
、
恥
子
が
私
兵

な
る
事
は
註
一
五
に
引
川
せ
る
記
事
中
に
臆
子
を
部
曲
心
一
種
に
数
へ
て
ゐ
る
事
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
術
此
等
の
私
兵
・

化
一
四

親
術
丘
〈
の
外
に
、
・
賓
幕
・
門
客
・
幕
客
。
泌
客
等
と
呼
ば
れ
る
多
数
の
幕
客
を
蓑
ひ
顧
問
爪
牙
と
し
て
ゐ
た
。
姿
治
通
鑑
霊
垂

と
て
豚
子
な
る
語
が
見
え
、
周

娃
。
斬
臓
頭
將
軍
鄭
温
。

Ⅲ

と
あ
り
、
叉
洗
冶
通
雛
巻
猩
鵬

叉
養
治
通
鑑
稚
匪
脳

と
あ
り
、
そ
の
胡
註
に

元
從
。
詔
奮
從
李
紹
眞
之
將
士
。
所
謂
義
故
也
。

と
あ
る
に
依
っ
て
知
ら
れ
る
如
く
、
醤
く
よ
り
蒋
鎭
仙
人
と
主
從
附
係
を
紬
ぺ
る
親
術
兵
で
、
親
從
等
と
も
呼
ば
れ
、
そ

の
艸
出
移
鎭
に
際
し
て
も
進
退
を
北
〈
に
す
る
者
が
多
く
、
殆
ん
ど
私
正
的
性
斑
を
有
し
て
ゐ
た
γ
叉
冊
府
兀
犯
圭
九
帝
王
部

。
赦
赤
・
天
祁
三
年
九
月
巳
巳
の
條
に

並
〈
唯
在
城
毎
蝿
府
馬
歩
蠣
將
聡
子
指
抑
散
側
親
從
左
右
義
男
先
鋒
。

陣
子
な
る
語
が
見
え
、
同
韮
雄
杷
將
帥
。
専
殺
の
條
に

聴
直
軍
塒
眺
彦
素
読
股
日
罪
都
睡
岬
一
噸

武
寧
監
軍
。
以
李
紹
眞
從
李
刷
源
。
謀
殺
共
元
從
〕
云
云
。

是
夕
紹
威
帥
共
奴
客
数
百
、
與
刷
勤
合
唯
牙
軍
。
云
云
。

五
代
藩
如
の
畢
絲
紺
と
北
来
朝
の
預
貝
紺

紀
。
乾
握
彗
一
年
四
月
の
條
に

匠
子
附
芸
綻
胞
兇
引
ｏ
胡
註
。
而
臨

＝一

一ア寺
一、

云
0

I

一
云
云
○

一理
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I

五
代
藩
銅
の
翠
絲
網
と
北
宋
朝
の
預
買
綱
七
○

と
あ
り
、
冊
府
元
蝿
琶
〈
帝
王
部
・
發
號
令
・
瓢
徳
川
年
二
月
癸
亥
の
條
に

一
／

禁
内
外
職
官
砺
遊
客
子
縣
鋲
。
干
求
財
陥
者

と
あ
る
等
は
そ
の
数
例
で
あ
る
。

さ
て
此
等
私
兵
・
幕
容
の
維
養
礎
や
轆
要
へ
の
賄
賂
諸
托
が
群
鍾
諾
使
の
公
定
作
藤
中
よ
り
捻
出
せ
ら
れ
得
な
か
っ
た
こ

と
は
云
ふ
迄
も
無
く
，
そ
の
財
源
は
儲
然
進
献
と
同
様
諾
繩
の
掛
利
事
業
や
不
法
敏
取
、
叉
は
利
貸
等
に
仰
が
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
る
、
附
賄
と
搾
取
と
の
關
係
に
就
い
て
は
先
禍
冊
心
兀
池
華
九
帝
王
部
・
赦
宥
・
同
光
二
年
二
一
月
己
巳
の
條
、

資
治
通
鑑
埜
一
後
周
紀
・
顯
徳
三
年
正
月
の
條
等
に
表
れ
て
ゐ
る
の
で
再
願
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
乞
ひ
、
こ
こ
で
は
利
従
と
私

兵
蓄
養
と
の
關
係
に
就
い
て
史
料
を
蕊
け
て
お
こ
う
。

先
に
蕪
鎭
學
貸
の
例
亮
掲
げ
し
中
に
順
倒
節
度
使
杜
威
な
る
肴
が
部
内
に
畢
袋
を
強
制
し
、
粟
百
寓
餅
を
利
得
し
た
こ
と

が
見
え
る
，
そ
こ
で
彼
の
此
の
畢
岱
に
よ
る
互
利
の
使
途
を
探
っ
て
見
る
。
養
治
通
鑑
確
咋
後
晉
記
・
開
運
二
年
五
月
己
未

の
條
に
、杜

威
献
部
曲
歩
騎
四
千
人
井
鎧
仗
。
庚
巾
叉
献
架
十
寓
石
。
鋼
二
十
寓
束
。
言
皆
在
本
道
。

と
あ
っ
て
部
曲
歩
騎
川
千
人
、
及
び
此
に
要
す
る
武
器
兵
紐
を
献
上
せ
ん
と
申
出
た
こ
と
が
見
え
る
、
但
し
彼
に
献
上
の
眞

意
の
無
か
っ
た
こ
と
は
同
韮
、
確
垂
後
雲
一
別
紀
・
州
述
二
年
九
月
の
條
の
記
事
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。
彼
が
粟
百
寓
石
を
畢
け

ウ

更
に
百
萬
石
を
括
し
、
翌
蒜
乏
縄
期
に
之
を
朧
っ
て
二
百
寓
維
の
銭
を
牧
め
た
の
も
か
か
る
多
数
の
私
兵
を
妻
ふ
必
要
に
出

で
し
も
の
な
る
こ
と
は
明
か
で
あ
ら
う
、
彼
は
公
主
を
妻
と
し
て
ゐ
た
關
係
か
ら
特
に
我
意
を
通
し
得
た
者
で
、
四
千
人
の

中

１
１
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註
一
丘

部
曲
哨
例
外
的
な
戸
数
で
あ
ら
う
が
、
部
曲
又
は
此
に
類
せ
る
私
兵
の
擁
有
は
常
時
の
一
般
的
な
風
潮
で
あ
っ
た
の
で
あ
る

注
一
六

か
ら
、
群
鎭
は
そ
の
斐
川
わ
得
ん
が
爲
に
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
祁
内
の
人
民
卒
搾
取
サ
ー
ざ
る
わ
得
な
か
っ
た
課
で
あ
る
。

但
し
群
鎭
の
利
貸
に
開
す
る
籟
者
の
楡
索
史
料
乏
し
き
爲
、
そ
の
搾
取
の
手
段
と
し
て
利
貸
が
ど
の
程
度
に
杵
及
し
て
ゐ
た

か
は
、
大
勢
論
に
よ
る
の
外
、
具
總
的
に
は
立
論
し
得
な
い
。

五
代
の
文
献
に
は
節
度
使
等
が
ぼ
術
を
横
ん
だ
記
事
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
從
來
本
稿
に
引
用
せ
る
記
事
中
に
も
そ

か
鑑
饗
廓
講
汎
鞍
斗
奄
辱
４
夕

の
例
が
若
干
見
出
さ
れ
る
が
、
問
瞳
例
辛
堪
げ
て
見
る
と
、
雷
五
代
史
奉
花
府
垂
日
・
繼
梢
体
に
彼
が
家
財
百
寓
溌
有
し
、
部

下
十
年
発
養
ふ
に
足
り
た
と
あ
り
、
同
並
司
睦
六
肝
書
・
副
延
期
体
に
彼
が
菅
２
曲
皿
に
逐
は
れ
て
減
賑
せ
ん
と
せ
し
時
そ
の

家
財
三
十
寓
貫
を
僻
ん
だ
と
あ
り
、
同
書
確
娠
瀧
書
・
趙
川
焼
州
体
に
彼
の
財
ぞ
癖
漫
せ
し
に
一
千
齢
海
没
に
達
し
た
と
あ
り

冊
府
元
魑
確
理
。
邦
計
・
輪
財
の
條
に
は
平
唯
坂
節
度
使
腸
知
淵
没
し
そ
の
子
壱
僻
逓
財
歎
両
萬
を
唾
繼
ぎ
、
そ
の
中
鐙
三

繭
貫
、
絹
三
臨
五
干
疋
、
布
一
醐
匹
、
銀
一
千
胴
、
金
一
百
咽
、
茶
一
千
五
百
斤
、
絲
綿
十
寓
胴
淀
献
じ
た
と
あ
る
。
此
等

の
両
財
も
要
は
上
逃
せ
る
如
き
目
的
の
下
に
、
同
じ
く
上
述
せ
る
如
き
方
法
を
以
て
聚
敏
せ
ら
れ
し
も
の
と
見
て
栄
支
へ
あ

以
上
を
要
す
る
に
蒋
掘
禰
使
は
池
献
賄
賂
、
祁
川
孫
存
群
餐
従
、
親
兵
優
蝿
挫
竿
辛
准
ん
が
た
め
に
、
時
に
非
合
法
的
垂

紋
〃
一
行
ひ
し
と
と
あ
る
も
、
一
般
的
に
は
合
法
行
愈
の
假
而
の
下
に
川
人
と
し
て
諦
極
の
僻
利
事
業
を
行
ひ
、
樅
力
彩
群
景

と
す
る
弧
制
的
商
利
洗
〃
．
行
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
商
利
従
、
殊
に
蝋
絲
細
と
進
献
と
の
川
に
は
特
接
な
關
係
が
認
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
、
然
も
此
の
靴
献
は
巾
央
財
政
の
蛎
典
な
る
一
財
源
を
な
し
て
ゐ
た
し
、
叉
昨
に
は
中
央
政
府
自
ら
も
高
利
貸
を

五
代
藩
蹴
の
聚
謡
紺
と
北
来
朝
の
彌
買
紺
七
一

る
奉
圭
い
０

」

ｰ

リ
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北
米
時
代
を
通
じ
て
紺
冊
類
の
剛
家
歳
川
一
人
額
を
知
る
こ
と
は
肥
料
を
継
ぐ
爲
困
難
で
あ
る
が
、
幸
に
も
練
登
治
迩
鑑
長

細
跨
九
天
禧
五
年
末
の
條
に
本
年
（
西
紀
一
○
二
こ
及
び
至
道
三
年
（
西
紀
九
九
七
）
の
雨
年
度
に
於
け
る
歳
出
總
額
が

一

禍
け
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
、
此
葬
轆
準
し
く
表
示
す
る
と
左
の
如
く
で
あ
る
。
尚
参
考
の
爲
絲
綿
の
類
を
も
附
記
し
て
お
く
。

全

（
表
一
○
）
王
道
・
天
聴
Ⅲ
年
度
紺
出
絲
細
淡
川
榊
表

〆ご里
にI

錦紗壺I－

Ei」

も名

刀乖 紺綿絲釉椴聯綾紬布紬紺
綿綿

【己1

1111

右
表
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
如
く
、
至
辿
三
年
の
成
川
細
計
五
Ｅ
一
一
士
一
両
除
匹
な
る
に
對
し
、
約
一
千
五
年
後
の
天
祓
五
年

五
代
溌
錨
の
翠
絲
紺
と
北
米
刺
の
瓶
貝
紺
七
三

別

叩
日
‐
１
？
‐
．
１
４
１
り
勺
’
０
０
０
１
１
ｂ
・
日
．
ｂ
１
６
口
■
Ⅱ
Ⅱ
弓
ｂ
Ｂ
■
■
■
■
■
ａ
日
日
■
■
■
■
■
■
■
Ｂ
Ｂ
Ｈ
ｂ
ｒ
日
■
■
■
夙
卓
■
Ｂ
：
Ⅱ
■
７
Ⅱ
Ⅱ
日
昌
Ⅱ
Ⅱ
日
■
Ｉ
Ⅱ
‐
ｈ
‐
Ｆ
ｌ

Ｌ

‐

・

Ｐ

，

１

‐
Ｉ
‐
ｒ

雄
出
額
商

至
道
三
年
（
九
九
七
）
一
天
穂
五
年
（
一
○
二
一
）

｜
天
聴
“
非
↑
一

三
、
三
三
三
千
鮭
に

九
○
三
千
餓
匹

二
、
○
六
三
千
瞼
端

五
九
千
除
匹

七
、
四
五
○
千
噸
三
、
六
三
二
千
除
叩

一
、
六
四
○
千
叩
一
六
、
五
○
○
千
除
叩

五
、
三
二
六
千
除
爬
一
四
四
『
○
○
一
、
七
千
除
叩

九
○
九
○
千
噸
一
二
○
、
一
三
｝
千
除
剛

コ
和
牛
峠
阿
一

七
六
四
千
除
匹

一
、
二
九
拍
千
除
匹

五
二
千
除
匹

一
○
七
千
除
匹

二
七
千
除
匹

二
千
除
匹

六
、
七
千
餘
匹



五
代
蕪
銅
の
蕊
舞
組
と
北
宋
柳
の
而
貿
絹
七
四

に
は
四
千
四
百
餘
醐
匹
に
逹
し
て
ゐ
る
。
尤
も
右
は
紺
、
紬
、
布
そ
の
仙
諸
品
諏
の
指
数
總
計
で
あ
り
、
そ
れ
等
各
品
種
は

夫
共
慨
仙
葬
異
に
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
数
字
の
附
き
が
直
ち
に
否
質
慨
仙
の
開
き
を
示
す
も
の
と
云
ふ
こ
と
は

出
來
な
い
。
然
し
右
諸
品
目
の
中
妓
も
価
仙
大
な
ろ
は
錦
締
・
紗
椴
で
あ
り
、
羅
・
綾
・
紺
。
紬
。
布
が
此
に
次
ぐ
の
で
あ

る
か
ら
、
塞
遁
三
年
の
統
計
に
見
え
ざ
る
錦
絲
等
の
商
級
品
海
含
み
．
Ｈ
つ
比
較
的
下
級
品
た
る
紬
の
和
の
み
減
少
せ
る
天

職
五
年
の
歳
出
溌
質
慨
仙
は
、
室
逝
末
年
の
歳
川
海
礎
慨
仙
に
比
し
て
、
そ
の
開
き
は
数
字
面
の
開
き
よ
り
犬
な
り
と
見
る

溌
得
可
く
、
少
く
と
も
八
幡
を
越
し
た
こ
と
は
碓
醗
と
恩
は
れ
る
。
絲
綿
の
辮
加
は
細
川
の
そ
れ
の
如
く
大
な
ら
ず
帷
か
に

一
禧
で
あ
る
。
尚
紺
陥
と
絲
綿
の
指
数
を
介
す
る
と
、
至
道
三
年
に
於
い
て
は
千
四
百
三
十
餘
寓
、
天
聴
五
年
に
於
い
て
は

六
千
川
育
饒
萬
と
な
る
、
次
に
此
の
紺
隅
歳
川
額
に
對
す
る
僻
時
の
阿
家
成
川
總
額
を
見
る
に
、
不
幸
栗
逝
三
年
の
そ
れ
は

史
料
無
く
明
か
で
な
い
が
、
天
禧
五
年
の
そ
れ
は
一
億
二
千
六
百
七
十
七
繭
餘
で
あ
っ
た
。
此
の
一
億
一
手
齢
醐
の
数
は
支

川
諸
品
目
の
指
数
細
計
で
あ
り
、
從
っ
て
そ
の
内
容
は
極
荏
雑
多
で
あ
る
。
如
何
な
る
品
目
が
含
ま
れ
て
ゐ
た
か
識
く
知
る

こ
と
は
川
來
な
い
が
、
金
銀
、
鰻
、
絹
陥
、
粟
麥
が
含
詣
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
略
糞
硴
庇
で
あ
る
。
然
し
絲
紬
淀
含
ん
で
ゐ
た

か
否
か
は
明
か
で
な
い
。
そ
こ
で
碓
睡
な
ら
ざ
る
絲
綿
海
老
唯
外
に
世
を
紺
冊
の
み
の
支
川
額
た
る
川
千
川
一
川
醐
を
此
の
厳

川
細
計
に
對
比
す
る
と
、
そ
の
必
字
の
割
合
は
大
約
一
一
野
一
と
な
る
。
勿
論
涯
愛
慨
仙
の
荊
合
は
此
の
数
字
通
り
で
は
な
く

そ
の
間
に
多
大
の
莱
異
今
の
り
し
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
紺
吊
は
金
銀
等
と
北
危
慨
航
多
き
も
の
で
、
比
較
的
下

級
品
た
る
絹
紬
の
類
で
も
一
匹
約
一
貫
の
慨
仙
浄
有
し
て
ゐ
た
。
叉
先
の
一
億
一
手
繭
中
、
価
仙
の
大
な
る
金
銀
の
占
め
る

數
は
少
く
、
銭
、
粟
麥
か
最
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
是
考
へ
合
す
に
絹
の
支
出
は
溌
質
価
値
よ
ｈ
見
る
も
岡
家
組

’



放
出
の
三
分
一
を
前
後
し
て
ゐ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
尚
假
に
絲
綿
が
加
算
せ
ら
れ
て
ゐ
た
と
す
れ
ば
そ
の
率

は
更
に
犬
と
な
る
。
但
し
此
の
場
合
絲
綿
二
千
餘
寓
の
姓
が
そ
の
ま
ま
一
億
二
千
餘
繭
の
数
字
中
に
織
込
ま
れ
て
ゐ
る
と
見

ろ
は
控
へ
る
可
き
で
、
恐
ら
く
二
千
餘
繭
叩
を
斤
に
直
し
た
（
一
斤
は
十
六
胴
）
一
百
二
十
餘
寓
が
計
上
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
何
れ
に
し
て
も
紺
隅
絲
綿
が
北
宋
の
財
政
蓮
川
上
に
頗
る
重
要
な
ろ
位
世
を
占
め
て
ゐ
た
こ
と

は
右
の
一
例
に
よ
っ
て
充
分
認
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
然
ら
ば
か
比
る
頂
額
の
紺
を
政
府
は
如
何
に
し
て
訓
逹
し
た
か
。
そ

の
手
段
の
鋪
一
と
し
て
は
機
織
工
場
の
宵
螢
、
節
一
応
折
税
紺
（
剛
税
徴
収
に
際
し
鑓
穀
の
代
り
に
絹
ぞ
納
入
せ
し
む
る
法
）

弗
三
に
椛
利
絹
（
專
寅
品
の
寅
下
に
際
し
代
慨
と
し
て
絹
を
納
入
せ
し
む
る
法
）
、
舗
凹
に
和
賀
紺
（
銭
を
以
て
民
間
よ
り

縦
一
八

絹
孝
買
上
げ
る
法
）
、
縮
五
に
椰
武
紺
（
鏡
以
外
の
品
物
と
交
換
に
紺
彩
貿
上
け
る
法
）
第
六
に
燕
蝋
法
等
が
老
へ
ら
れ
る
。

而
し
て
此
所
に
述
べ
ん
と
す
る
預
間
縮
も
亦
此
等
諸
法
と
共
に
紺
隅
調
達
の
一
頭
要
手
段
と
な
っ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。

Ｉ
預
買
絹
の
仕
法
と
そ
の
施
行
地
域

預
四
貝
紺
は
一
に
預
市
紺
と
も
呼
ば
れ
（
晒
異
市
は
同
義
）
、
緬
養
治
迦
艦
長
細
唾
四
成
奎
一
年
（
西
紀
一
○
○
五
）
五
胤
丁

以
殿
中
承
郡
城
馬
元
方
椛
戸
部
判
向
。
從
戸
部
使
陳
恕
所
奏
也
。
元
方
禅
建
言
。
方
春
民
力
乏
絶
。
諦
識
給
床
錨
。
約

Ｏ
－
ｒ
ｄ

至
夏
秋
令
輪
紺
子
官
犬
私
便
之
。
騨
何
下
其
法
諦
道
。
令
論
預
買
紺
蓋
始
此
。

と
あ
る
に
依
っ
て
知
ら
れ
る
如
く
、
春
昨
坐
民
が
端
境
期
の
窮
乏
に
派
る
時
、
両
ょ
ｈ
鏡
（
或
は
他
物
を
以
て
鐘
に
代
へ
る

事
あ
り
）
を
豫
貸
し
掻
き
、
夏
秋
に
入
り
減
事
終
ろ
を
侯
っ
て
紺
を
以
て
返
濟
せ
し
む
る
法
、
即
ち
前
岱
に
よ
る
絹
の
買
上

酉
の
條
に

五
代
藩
銅
の
翠
絲
紺
と
北
宋
朝
の
預
買
組

I

Ｐ
Ｌ
』
■
■
■

七
五

I



五
代
藩
銅
の
躯
絲
細
と
北
宋
朝
の
緬
興
紺
七
六

法
を
指
し
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
て
、
預
は
磯
と
同
義
で
時
に
弧
に
代
へ
て
強
の
川
ひ
ら
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
様
で
あ
る
。
尚
右

文
に
對
す
る
細
考
李
蕪
の
・
目
註
に
依
れ
ば
、
文
中
の
「
下
共
法
諸
適
」
な
る
一
節
以
前
は
宋
閏
史
・
馬
尤
方
傳
及
び
附
僻
に

擦
り
、
簸
後
の
一
句
た
る
「
菰
興
紺
兼
始
此
」
は
弛
鎭
の
束
齋
記
事
に
擦
り
し
も
の
な
る
事
が
察
せ
ら
れ
る
。
預
買
紺
の
起

原
に
就
い
て
は
後
文
に
虹
め
て
詳
論
す
る
が
、
北
堆
政
府
が
預
災
紺
の
仕
法
を
探
入
れ
た
の
は
、
泄
鋲
並
び
に
李
蕪
の
云
ふ

如
く
、
大
冊
此
の
頃
で
あ
っ
た
と
認
め
て
大
遡
准
い
様
で
あ
る
。
所
が
中
央
の
方
針
が
此
の
預
買
紺
法
椛
行
に
沢
す
る
と
、

忽
ち
そ
れ
は
全
縮
産
地
に
並
剛
及
し
た
も
の
と
見
え
、
苑
文
成
・
公
集
巻
一
碑
銘
。
宋
故
同
州
槻
察
使
李
公
孕
羅
川
迩
碑
銘
に

咽
。
入
秤
祠
部
郎
中
・
度
支
刑
使
。
朝
廷
以
両
河
屯
兵
之
所
探
使
爲
難
。
幟
公
以
司
法
郎
中
領
河
北
稗
迩
使
。
建
言
。

民
乏
泉
貨
。
毎
春
取
紺
世
子
豪
力
。
共
息
必
催
。
本
逝
歳
給
諸
軍
吊
七
十
寓
疋
・
不
足
則
市
子
民
。
諦
使
比
価
受
其
直
。

則
公
私
交
濟
。
伽
從
之
。
今
行
子
諦
遜
。

と
あ
っ
て
李
士
術
が
河
北
糾
迩
使
と
な
っ
た
時
、
此
を
河
北
路
に
椎
行
し
た
こ
と
が
見
え
る
。
綴
安
治
迦
鑑
提
細
華
七
は
此

の
推
行
建
言
を
大
中
昨
符
三
年
（
西
紀
一
○
一
○
）
閏
二
月
巳
未
の
條
に
梁
け
、
而
し
て
そ
の
自
註
に
於
い
て
、
右
と
同
搬

の
記
事
が
宋
剛
史
・
李
士
術
正
体
及
び
附
舛
、
並
び
に
淀
鋒
に
も
見
え
、
本
文
の
繋
年
は
霞
錐
に
擦
り
し
も
の
な
り
と
述
ぺ

て
ゐ
る
。
尚
宋
會
要
・
食
貸
に
七
大
中
群
符
三
年
旧
二
月
に
も
同
記
事
が
收
鋒
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
叉
同
書
・
同
冊
・
大
中
鮮

符
五
年
九
月
の
條
に

詔
。
京
束
・
河
北
諸
州
民
。
以
大
小
麥
折
納
菰
荊
和
市
絹
銭
。
宜
免
共
倉
耗
及
頭
子
嬢
。

と
あ
っ
て
河
北
・
京
東
孵
冷
血
山
の
民
が
紺
慨
を
種
誌
し
て
ゐ
た
こ
と
、
そ
の
支
挑
に
際
し
細
の
代
り
に
大
小
麥
を
川
ふ
る

－
１
０
１
可



を
許
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
等
見
え
、
京
東
路
方
面
に
も
預
買
紺
の
推
行
せ
ら
れ
て
ゐ
た
事
が
知
ら
れ
る
。
次
に
同
書
・
同
冊
◇

天
聖
四
年
（
西
紀
一
○
二
六
）
正
月
の
條
に

チ
パ

毫
州
砕
碓
鰊
諏
一
言
。
乞
將
二
在
城
倉
並
諸
縣
見
管
刎
斗
一
。
依
在
市
時
恢
。
預
支
俵
與
人
戸
。
充
和
買
紬
紺
仙
竣
。
帝
可

其
奏
。
云
云
。

と
て
天
空
年
間
に
は
准
南
地
方
に
も
預
聞
紺
の
法
行
は
れ
、
特
に
毫
州
に
て
は
銭
の
代
り
に
穀
孝
一
前
筏
す
る
こ
と
に
し
た
こ

と
が
見
え
る
。
又
練
安
治
通
鑑
擾
細
叱
圭
一
天
聖
六
年
三
月
辛
酉
の
條
に

辻
。
樅
三
司
使
公
事
。
右
諫
議
大
夫
・
樅
御
肥
中
・
水
灌
琳
。
爲
概
密
直
學
士
・
知
益
州
。
成
都
歳
市
布
縦
縦
数
干
寓
。

以
給
案
朧
瀬
川
。
吏
多
隆
剋
鯛
姦
。
杢
令
雌
自
保
任
迩
朧
共
直
。
以
期
両
輪
。
宵
雌
便
之
。

と
あ
っ
て
同
じ
く
天
聖
の
甑
よ
り
阿
川
方
面
に
も
預
災
紺
法
の
推
行
せ
ら
れ
た
こ
と
が
見
え
る
。

以
上
褐
け
し
諸
例
證
を
綜
合
す
る
唱
預
災
紺
法
は
天
聖
年
間
に
は
河
北
。
京
束
・
准
耐
・
凹
川
の
諸
地
方
に
推
行
せ
ら

れ
て
ゐ
た
こ
と
と
な
る
。
而
し
て
箭
孵
の
主
嬰
紺
応
地
〃
見
る
に
、
河
北
・
京
束
・
両
断
・
凹
川
・
准
南
等
が
そ
の
中
心
で

あ
っ
た
。
從
っ
て
預
災
紺
は
此
等
の
地
方
中
只
川
洲
か
一
除
け
ば
天
聖
年
川
に
誰
く
推
行
せ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
文
献
的
に
立

證
し
得
た
事
と
な
る
。
叉
Ⅷ
洲
地
方
に
狐
災
紺
を
椎
行
し
た
文
献
ぞ
天
聖
以
前
に
求
め
る
こ
と
は
飛
者
の
未
だ
鰯
し
得
ざ
る

所
で
あ
る
が
、
此
の
地
方
も
他
地
方
川
様
同
法
の
迩
川
を
受
け
て
ゐ
た
こ
と
と
忠
は
れ
る
。
そ
れ
は
河
北
京
束
と
共
に
天
下

２
一
天
絹
康
地
と
し
て
知
ら
れ
た
叩
洲
の
み
今
や
除
外
し
た
と
老
へ
る
の
は
剛
ろ
不
介
理
で
あ
り
、
姓
に
宋
命
要
・
食
安
匡
七
川

天
礪
三
年
十
二
月
の
條
に

五
代
蕪
鋺
の
畢
絲
紺
と
北
宍
刺
の
瓶
Ⅶ
紺
七
七

’



五
代
滞
湘
の
聚
絲
紺
と
北
宋
朝
の
而
貿
紺
七
八

三
司
言
。
望
下
逐
路
艸
迩
司
。
依
例
與
支
佃
錨
收
興
紬
紺
。
從
之
。

批
一
九

と
あ
っ
て
天
祗
三
年
預
買
紺
を
天
下
に
推
行
せ
し
め
た
こ
と
見
え
、
伺
沓
・
同
冊
・
天
聖
二
年
四
月
の
條
に
は

工
部
侍
郎
知
李
服
己
。
都
官
員
外
郎
張
畢
等
言
。
伏
鋭
。
天
下
州
縣
毎
年
春
初
菰
支
行
銭
。
和
買
紬
紺
Ｊ
云
云
。

と
あ
っ
て
先
の
椎
行
方
針
が
疵
現
せ
ら
れ
、
天
聖
年
川
に
は
弧
災
紺
は
天
下
州
縣
の
行
ふ
所
と
な
っ
て
ゐ
た
と
あ
る
の
で
あ

る
か
ら
、
雨
斯
地
方
に
於
い
て
も
預
災
紺
は
己
に
天
耐
以
後
、
遅
く
も
天
聖
年
川
迄
に
は
行
は
れ
て
ゐ
た
と
見
て
誤
り
な
き

こ
と
と
思
ふ
。
釉
為
後
年
の
記
鋒
で
は
あ
る
が
、
宋
史
・
食
従
志
。
上
三
・
布
冊
・
煕
準
七
年
（
西
紀
一
○
七
四
）
の
條
に

雨
漸
察
訪
沈
括
言
。
本
路
歳
上
供
陥
九
十
八
関
ｃ
民
苦
怖
倹
。
而
發
迩
司
復
以
移
川
財
貨
爲
名
。
堀
預
買
紬
紺
十
二
繭
。

詔
罷
共
所
溌
之
数
。

と
あ
っ
て
、
常
時
剛
漸
路
よ
り
上
供
せ
し
帛
九
十
八
禽
匹
心
中
大
部
分
を
預
買
紺
に
仰
い
で
ゐ
た
と
と
（
備
仙
に
苦
し
む
と

あ
ろ
は
預
買
法
を
意
味
す
）
・
此
の
時
更
に
十
二
禽
匹
を
琳
し
た
と
と
等
が
見
え
、
從
來
雨
斯
路
に
預
貿
法
が
相
禰
多
額
に

行
は
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
体
へ
て
ゐ
る
の
は
、
水
路
に
於
け
る
預
賞
法
の
沿
革
の
古
き
こ
と
を
暗
示
せ
る
も
の
と
云
ふ
可
く
。

天
聖
の
頃
巳
に
行
は
れ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
と
椎
刈
せ
る
本
稲
の
意
見
を
助
け
る
も
の
と
見
て
差
支
へ
あ
る
ま
い
。

要
す
る
に
預
買
絹
は
戒
平
年
間
に
初
め
ら
れ
、
そ
れ
よ
り
二
十
餘
年
後
の
天
聖
年
間
に
は
天
下
の
主
要
絹
産
地
に
智
及
し

て
ゐ
た
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
行
使
地
域
の
推
大
に
作
ひ
そ
の
額
高
も
自
然
膨
脹
し
た
。
練
賓
治
邇
鑑
長
編

誰
一
慶
歴
七
年
十
二
月
庚
午
の
條
の
二
一
司
使
張
方
平
上
言
の
一
節
に

雌
。
景
赫
中
天
下
預
買
絹
一
百
九
十
萬
匹
。
去
年
至
買
三
百
蔑
匹
。
云
云
。



と
あ
っ
て
景
祓
年
間
（
西
紀
一
○
三
五
醜
）
、
即
ち
狐
蜘
紺
か
略
奪
王
要
紺
産
地
に
普
及
し
た
天
聖
末
年
よ
り
縦
か
四
五
年
後

の
頃
に
於
い
て
既
に
二
百
繭
匹
近
く
の
誠
に
逹
し
、
史
に
慶
歴
六
年
（
凹
紀
一
○
四
六
）
．
即
ち
景
肺
よ
り
約
十
年
後
に
は
一

躍
五
割
墹
加
の
三
百
寓
匹
に
逹
し
た
こ
と
が
見
え
る
。
此
の
後
の
總
額
に
棚
す
る
記
鋒
は
未
だ
検
索
し
得
な
い
が
，
此
の
増

註
二
○

加
の
趨
勢
は
國
家
財
政
の
膨
脹
に
作
ふ
紺
出
使
川
並
の
増
加
に
對
脳
す
る
必
然
の
現
象
と
し
て
そ
の
後
も
轆
絞
し
た
こ
と
と

思
は
れ
る
。
宋
史
。
食
貨
志
・
上
三
・
布
陥
・
祁
宗
即
位
の
年
（
西
紀
一
○
六
七
）
の
條
に

京
束
縛
逆
司
諸
。
以
銭
三
十
湖
二
千
二
百
世
給
錠
於
此
。
令
次
年
輪
紺
。
疋
魚
錐
千
。
随
夏
税
初
限
将
之
。

と
あ
っ
て
京
東
路
に
て
三
十
閏
餘
匹
の
菰
闘
を
行
っ
た
こ
と
見
え
、
叉
先
禍
熈
寧
七
年
の
條
の
記
事
に
叩
漸
路
の
頽
災
組
十

二
寓
匹
を
噸
し
て
ゐ
た
こ
と
見
え
、
更
に
元
型
三
年
（
西
紀
一
○
八
○
）
の
條
に

京
東
郷
迩
司
誌
。
坤
菰
災
数
三
十
画
・
即
本
路
移
易
。
從
之
。

と
あ
っ
て
京
東
路
の
弧
災
棚
三
十
繭
を
蛸
し
た
こ
と
の
見
え
る
等
は
、
零
細
な
史
料
で
は
あ
る
が
孤
災
紺
か
財
政
の
膨
脹
に

作
っ
て
（
熈
率
元
蝋
年
川
は
祁
米
の
改
革
時
代
で
特
に
財
政
が
膨
雌
し
た
）
轆
加
せ
し
事
を
示
す
例
諦
と
す
る
に
足
ら
う
。

か
く
て
預
買
組
は
逐
年
坤
加
し
，
慶
朧
以
後
は
毎
年
数
百
蔑
匹
、
時
に
は
一
千
醐
匹
前
後
の
祇
災
が
行
は
れ
た
も
の
と
推
測

さ
れ
る
。
此
の
額
尚
に
依
り
弧
買
細
心
紺
陥
訓
迷
上
に
於
け
る
重
要
性
、
即
ち
財
政
池
川
上
に
於
け
る
亜
要
性
は
説
明
発
俟

た
ず
し
て
明
か
で
あ
ら
う
。

Ⅲ
預
貿
紺
と
和
典
紺
と
の
開
係

り

波
賀
紺
は
時
に
和
災
紺
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
此
の
こ
と
は
洲
水
燕
談
鋒
確
雑
錐
の
中
に

ｊ

五
代
誹
蹴
の
緊
絲
紺
と
北
宋
朝
の
緬
興
紺
七
九

U
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貨
咋
七
景
徳
二
年
二
月
の
條
に

肺
符
中
瓢
州
淡
。
街
路
者
奏
川
椅
銭
十
醐
絲
。
以
粁
搬
食
之
民
。
令
明
年
通
事
巳
維
訓
恥
二
納
繩
。
訓
之
和
既
。

と
あ
っ
て
何
れ
も
銭
を
前
袋
し
、
搬
事
経
る
時
紺
彰
納
め
し
む
る
を
和
典
と
孵
し
て
ゐ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
を
。
殊
に

測
水
燕
談
録
は
和
間
紺
或
は
弧
間
紺
と
云
ふ
と
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
雨
考
が
同
意
味
に
川
ひ
ら
れ
て
居
た
こ
と
は
紛
れ
な

き
事
変
で
あ
る
。
和
賀
は
元
來
兄
竣
即
時
抑
老
以
て
物
州
を
頁
上
け
る
の
法
を
指
し
、
必
歩
し
も
紺
に
限
ら
ず
、
そ
の
他
の

物
品
の
災
上
に
對
し
て
も
適
川
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
例
へ
ぱ
鵡
川
よ
り
穀
物
を
兇
銭
と
引
換
へ
に
災
上
け
る
法
を
も
和
典
と
云

ひ
、
特
に
他
肪
と
随
別
す
る
鰯
和
雑
と
稲
さ
れ
て
ゐ
た
。
か
く
和
興
は
見
銭
川
時
挑
に
よ
る
買
上
を
意
味
し
、
前
貸
に
よ
る

預
災
と
は
全
然
意
味
・
川
法
を
異
に
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
全
然
意
義
〃
異
に
す
る
両
語
が
絹
の
固
上
に
於
い
て
の

み
互
ひ
に
通
川
し
た
の
は
何
故
で
あ
ら
う
か
。
常
然
そ
こ
に
特
殊
の
事
怖
が
存
す
る
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
以
下
此

の
鮎
に
就
い
て
些
か
考
察
を
加
へ
て
見
よ
う
。

預
災
法
發
達
以
前
に
於
い
て
も
政
府
は
財
政
蓮
川
の
必
要
か
ら
年
交
多
額
の
細
冊
興
上
け
を
行
っ
て
居
た
。
宋
御
要
・
食

有
司
言
画
毎
歳
諸
道
市
紬
絹
百
餘
寓
匹
上
供
。
詔
鱗
三
分
之
一
・

と
あ
っ
て
景
徳
元
年
の
唖
年
盈
百
除
蕗
匹
の
上
供
紺
災
上
け
を
行
っ
て
ゐ
た
こ
と
が
兇
え
る
が
、
景
徳
元
年
は
預
皿
紺
法
採

天
下
。
於
歳
首
給
之
。
詔

と
あ
り
．
方
勺
の
杣
宅
細
確
に

五
代
藩
蛎
の
翠
絲
紺
と
北
宋
朔
の
頽
岡
紺
八
○

昨
符
初
王
旭
知
頴
州
。
Ⅲ
歳
飢
川
叩
蜷
熾
民
。
約
瀧
熟
一
千
輪
一
繩
。
批
後
李
七
衡
行
之
映
西
。
民
以
爲
使
。
今
行
於

天
下
。
於
戯
首
給
之
。
謂
之
和
災
紺
。
或
日
預
興
。
云
云
。
、
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I

五
代
誹
銅
の
聚
蒜
綱
と
北
宋
朝
の
瓶
買
組
八
こ

め
た
。
絹
買
上
け
法
に
於
い
て
和
典
法
が
重
脱
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
も
要
は
右
の
如
き
魂
山
に
基
い
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
而
し

て
此
の
和
Ｈ
紺
法
中
心
、
韮
韮
は
弧
賢
法
發
逹
以
後
に
於
い
て
も
塗
る
こ
と
な
く
、
爲
に
預
買
絹
法
は
右
方
針
の
影
響
を
受
け

て
和
賀
紺
と
の
間
に
狩
接
な
る
關
係
を
生
ず
る
に
至
っ
た
。
宋
御
要
・
食
蛍
匡
七
天
聖
四
年
正
月
の
條
に

川

毫
州
言
。
乞
將
在
城
倉
並
諸
縣
兄
符
州
斗
。
依
在
市
時
価
弧
支
供
人
戸
。
充
和
興
紬
紺
慨
銭
し
帝
可
共
奏
。
云
云
ワ

と
あ
っ
て
民
に
穀
を
前
貸
し
て
紺
を
支
挑
は
し
む
る
法
師
即
ち
預
闘
紺
法
を
行
ふ
に
常
り
、
此
の
前
貸
せ
る
殻
は
從
來
行
ひ

來
れ
ろ
和
賀
紺
の
支
挑
銭
に
代
へ
ろ
も
の
な
る
こ
と
を
明
記
し
て
居
り
、
同
書
・
同
冊
・
大
中
群
符
五
年
九
月
の
條
に
も

詔
。
京
束
河
北
諸
州
民
。
以
大
小
麥
折
納
通
読
和
市
紺
銭
。
云
云
。

と
あ
っ
て
、
同
じ
く
菰
没
絹
に
川
ふ
る
前
貸
銭
は
本
來
和
翼
に
川
ふ
可
き
も
の
を
民
の
使
亙
を
は
か
る
可
く
前
愛
せ
し
も
の

な
る
意
味
の
記
事
見
え
、
同
書
・
同
洲
・
天
聖
二
年
四
月
の
條
に
も

畦
。
毎
年
春
初
預
支
官
銭
和
圃
紬
紀
。
一
雪
零

冊

と
あ
っ
て
同
様
の
記
事
が
見
え
る
。

以
上
諸
例
に
依
っ
て
知
ら
れ
る
如
く
預
貝
に
川
ひ
ら
れ
る
錨
侭
元
来
和
災
に
川
ひ
ら
れ
る
可
き
も
の
で
、
そ
れ
を
民
衆
の

便
立
を
は
か
り
赤
の
窮
乏
時
に
前
礎
す
る
と
の
建
前
を
と
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
て
，
い
は
ぱ
弧
買
紺
法
は
和
買
紺
法
迩
川
上

の
一
便
法
た
る
取
扱
ひ
を
受
け
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
叉
前
貸
の
穀
物
は
此
れ
亦
民
の
使
立
に
任
せ
銭
に
代
川
す
る
延
珈
に
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
和
賀
紺
、
菰
災
紺
州
法
が
そ
の
内
容
に
於
い
て
全
然
杣
述
す
－
Ｃ
も
の
な
一
わ
に
拘
ら
ず
、
時
に
朋
考
札
通
じ

て
用
ひ
ら
れ
た
の
は
上
述
の
如
き
事
術
に
川
朱
す
る
も
の
と
忠
は
れ
る
。

ﾄ



い
か
と
思
は
れ
る
。
そ
し
て
此
の
庇
別
の
失
は
れ
た
即
山
は
、
預
貿
紺
法
が
大
い
に
普
及
し
、
從
っ
て
和
賀
紺
法
が
衰
退
し

て
、
そ
の
名
は
依
然
存
絨
せ
し
も
事
疵
は
和
災
紺
法
な
る
名
稚
の
下
に
大
抵
そ
れ
が
孤
買
紺
法
化
し
て
経
っ
た
爲
と
解
せ
ら

れ
る
、
即
ち
剛
絹
法
の
混
同
は
孤
間
紺
法
杵
及
の
結
果
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
の
泥
川
は
後
年
に
於
い
て
甚
し
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
恩
は
れ
る
の
で
あ
る
。
剛
考
況
川
の
記
事
を
体
へ
た
柵
水
蒸
談
鋒
の
蒋
者
が
北
宋
末
の
人
で
あ
り
、
泊
宅
細
の
著

者
が
南
宋
人
で
あ
る
の
も
決
し
て
遇
然
と
孵
す
可
き
で
は
あ
る
ま
い
。
要
す
る
に
預
炭
紺
法
の
普
及
は
そ
の
和
買
紺
法
と
の

用
語
の
混
川
を
通
じ
て
も
鏡
は
れ
る
の
で
あ
る
。

Ⅲ
預
買
紺
の
起
陳
及
び
そ
の
利
率

波
賀
紺
の
超
脱
に
就
い
て
は
朱
の
時
醜
に
叩
説
に
分
れ
て
居
た
。
そ
の
鋪
一
説
は
三
司
判
官
馬
元
方
を
創
始
者
と
す
る
弛
鎭

註
二
二

の
説
で
、
そ
の
云
ふ
川
は
彼
の
群
た
る
來
齊
記
事
柿
辿
に
、

太
宗
時
。
馬
元
方
爲
三
司
判
行
建
言
。
方
赤
民
乏
絶
時
。
課
給
紺
銭
搬
之
。
至
夏
秋
輪
紺
於
官
。
預
興
紬
紺
蓋
始
於
此
。

と
見
え
て
ゐ
る
。
此
の
説
に
賛
成
す
る
者
に
北
宋
細
年
史
の
椛
威
た
る
綾
焚
治
迦
鑑
長
細
の
苓
者
李
燕
が
あ
る
。
彼
は
そ
の

名
著
嘩
四
成
歪
一
年
五
月
丁
酉
の
條
に
自
註
を
加
へ
、
末
・
國
史
、
馬
北
方
徳
に
も
束
齋
記
事
に
云
ふ
所
と
同
じ
記
事
が
見

え
る
事
を
指
抽
し
て
弛
飯
説
の
信
ず
可
き
事
淀
明
か
に
し
て
ゐ
る
。
但
し
彼
は
弛
鎭
の
説
を
全
面
的
に
承
認
し
た
の
で
は
な

五
代
藩
揃
の
畢
絲
絹
と
北
宋
刺
の
預
貿
絹
八
三

か
く
和
賀
紺
、
菰
貿
紺
州
法
は
そ
の
特
殊
な
關
係
か
ら
時
に
相
通
じ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
此
の
刑
法
は
内
容

を
異
に
し
、
さ
れ
ば
こ
そ
叩
川
語
を
生
じ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
來
赦
然
と
腿
別
し
て
用
ひ
ら
る
可
き
で
あ
り
、
事
實
預
買

絹
法
創
始
當
初
に
於
て
は
此
の
硬
別
は
守
ら
れ
後
年
に
な
っ
て
漸
く
砿
別
を
矢
ひ
混
同
通
用
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
は
な

１
１
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右
湘
説
の
是
非
に
就
い
て
は
己
に
李
蕪
が
詳
細
に
批
判
し
、
そ
の
池
錘
説
を
採
る
可
き
》
）
と
、
但
し
診
て
の
年
代
は
太
宗
の

時
よ
り
成
平
二
年
に
改
む
可
き
こ
と
等
を
老
證
し
て
居
り
、
筆
考
も
亦
大
中
群
符
以
前
に
於
い
て
預
買
縮
法
の
施
行
者
あ
り

し
證
擦
歴
然
た
る
以
上
、
同
じ
く
李
森
の
意
見
に
從
ひ
、
成
奎
一
年
に
起
脈
を
世
く
を
受
常
と
す
る
者
で
あ
る
。
但
し
李
慧

は
何
故
に
か
か
る
二
論
が
生
れ
し
か
に
就
い
て
は
全
然
老
へ
て
ゐ
な
い
。
叉
菰
圃
紺
法
を
宋
朝
が
行
ふ
に
先
ち
、
そ
の
母
胎

を
な
せ
し
仕
法
が
民
間
に
於
い
て
早
く
ょ
ｈ
發
逹
将
及
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
等
に
附
し
て
も
從
來
の
孤
買
紺
研
究

者
は
餘
り
注
意
を
挑
っ
て
ゐ
な
い
。
よ
っ
て
以
下
此
等
の
諦
鮎
に
就
い
て
解
明
淀
試
み
る
こ
と
と
す
る
。

北
宋
時
代
の
豪
民
が
春
の
窮
乏
期
に
盆
挫
に
銭
菜
を
碇
附
け
、
秋
成
孝
侯
っ
て
慨
榊
之
息
、
即
ち
十
割
の
高
利
を
牧
め
、

此
が
貨
殖
兼
併
の
主
要
手
段
と
な
っ
て
居
た
こ
と
、
及
び
そ
れ
が
店
末
五
代
以
来
の
怖
勢
で
あ
っ
た
こ
と
等
は
己
に
詳
述
せ

し
如
く
で
あ
る
。
而
し
て
叉
か
か
る
高
利
撰
附
に
よ
る
搾
収
は
茄
郷
に
於
い
て
は
當
然
そ
の
産
品
た
る
細
川
を
對
象
と
し
て

行
は
れ
た
で
あ
ら
う
と
云
ふ
こ
と
も
五
代
學
絲
紺
の
研
究
に
於
い
て
論
じ
て
お
い
た
が
、
同
様
の
こ
と
は
末
代
の
蹴
郷
に
於

い
て
も
行
は
れ
、
祁
絲
業
の
利
益
は
高
利
震
附
を
通
じ
て
生
瀧
者
よ
り
豪
雌
吻
手
に
恋
は
れ
て
ゐ
た
。
北
宋
政
府
が
預
買
紺

を
刺
め
た
の
は
政
府
自
ら
低
利
に
て
岱
付
を
行
ひ
紺
絲
業
者
を
此
等
商
利
岱
よ
り
救
濟
せ
ん
と
す
る
に
在
っ
た
の
で
あ
２
」

此
の
こ
と
は
先
描
向
要
及
び
挺
細
所
引
の
置
錐
、
大
巾
群
符
三
年
閥
二
月
己
未
の
條
に

河
北
卿
迩
使
李
士
衡
言
。
本
路
淡
給
諸
水
川
七
十
関
、
民
間
牽
有
耕
銭
。
粥
源
似
子
奈
民
。
川
慨
孵
之
息
。
及
期
則
輪

賦
之
外
。
先
悩
辿
欠
。
以
処
工
機
之
利
愈
仰
。
諸
令
禰
司
預
給
附
錨
。
仰
及
時
怖
送
則
民
挫
利
而
宵
亦
足
用
。

と
あ
る
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
尚
右
李
士
術
の
斌
興
法
は
此
に
先
行
す
る
三
司
判
官
馬
元
方
の
孤
炭
法
創
姑
後
十
餘
年
を
經

五
代
藩
嚇
の
認
絲
縮
と
北
宋
朝
の
預
興
絹
八
五

i
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五
代
藩
銅
の
畢
絲
網
と
北
宋
朝
の
預
買
絹
八
六

て
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
右
文
面
を
通
讃
す
る
に
李
士
術
が
河
北
に
預
買
絹
法
を
行
っ
た
の
は
単
に
馬
元
方
の
法
を
換

倣
せ
ん
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
動
機
は
民
間
の
前
岱
描
行
を
兇
、
此
花
制
せ
ん
が
爲
に
民
間
よ
り
も
低
利
に
て
前
貸

を
行
は
ん
と
せ
し
も
の
な
る
と
と
明
か
で
あ
る
。
此
の
事
淀
よ
り
推
す
に
、
預
買
絹
法
の
創
始
者
馬
元
方
も
亦
、
李
士
術
の

場
合
と
同
様
、
民
間
高
利
貸
の
弊
を
救
は
ん
と
し
て
、
同
じ
く
民
州
の
高
利
嫌
に
微
ひ
そ
れ
よ
り
低
利
に
て
焼
付
け
る
こ
と

を
恩
ひ
付
い
た
に
相
逹
あ
る
ま
い
。
即
ち
預
買
紺
法
は
澱
郷
に
於
け
る
民
間
高
利
袋
に
起
原
を
發
す
る
の
で
あ
っ
て
、
此
の

鮎
五
代
の
畢
絲
絹
と
相
通
ず
る
も
の
あ
ろ
を
認
め
る
事
が
川
来
る
、
然
し
そ
の
施
行
の
目
的
に
至
っ
て
は
雨
考
全
く
異
る
。

先
に
述
べ
し
如
く
宋
代
高
利
俊
附
の
弊
は
前
代
よ
り
引
綾
い
て
韮
だ
し
く
、
育
吏
中
に
も
之
に
依
っ
て
利
殖
を
は
か
り
部

内
の
人
足
を
搾
取
す
る
者
あ
る
に
鑑
み
、
宋
朝
は
建
國
以
來
の
方
針
と
し
て
官
吏
の
貸
附
行
爲
か
嚴
禁
し
、
逮
犯
春
は
他
官

吏
に
對
す
る
懲
戒
的
意
味
尭
も
含
め
て
嚴
罰
に
産
し
て
居
た
。
絲
絹
を
對
象
と
す
る
利
貸
が
五
代
以
來
民
間
に
行
は
れ
、
五

代
の
時
己
に
畢
絲
絹
の
名
の
下
に
群
鎭
に
探
入
れ
ら
れ
て
居
た
に
拘
ら
ず
、
宋
朝
に
入
っ
て
は
成
平
二
年
の
預
買
絹
創
始
に

至
る
迄
約
四
十
年
の
久
し
き
に
わ
た
っ
て
此
忙
類
似
せ
る
法
を
行
は
な
か
っ
た
の
は
、
開
國
以
來
の
利
貸
取
締
方
針
に
基
き

此
と
抵
燗
す
る
恐
あ
る
預
買
組
の
法
を
避
け
、
主
と
し
て
和
買
そ
の
他
の
方
法
に
よ
っ
て
須
要
絹
吊
を
調
逹
し
て
ゐ
た
爲
と

思
は
れ
る
。
而
し
て
成
平
二
年
の
預
買
絹
法
創
始
は
一
見
從
來
の
利
鋳
廻
避
方
針
を
一
郷
せ
し
か
の
如
く
受
取
ら
れ
易
い
が

事
変
は
決
し
て
左
様
で
な
く
、
寧
ろ
民
間
高
利
貸
の
力
を
抑
雌
せ
ん
と
す
る
從
來
の
方
針
孝
一
暦
弧
化
せ
し
め
ん
と
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
即
ち
政
府
は
絲
紺
を
對
象
と
し
て
前
貸
を
行
ふ
け
れ
ど
も
、
此
の
前
貸
は
決
し
て
利
殖
を
目
的
と
す
る
も
の

で
は
な
く
逆
に
低
利
貸
附
に
よ
り
豪
民
の
高
利
貸
附
よ
り
貧
農
を
救
濟
せ
ん
と
す
ろ
を
目
的
と
し
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
て
、
此

１
１



の
こ
と
は
先
掲
績
賓
治
通
鑑
長
編
捲
八
大
中
群
符
九
年
正
月
壬
申
の
條
に
、
京
東
路
に
て
紬
絹
を
預
買
せ
し
時
、
時
価
紬
六

百
文
、
絹
八
百
文
な
り
し
に
拘
ら
ず
政
府
は
紬
八
百
文
、
絹
千
文
を
前
抑
ひ
し
、
爲
に
紬
紺
の
市
慨
騰
貴
を
さ
へ
招
致
し
た

と
見
え
、
同
じ
く
大
中
鮮
符
三
年
間
二
月
李
士
術
が
河
北
に
て
舟
を
預
買
せ
し
時
も
、
預
買
の
目
的
墜
象
民
の
高
利
貸
附
花

防
ぐ
に
在
る
諾
以
て
特
に
其
代
価
を
優
給
せ
よ
と
勅
し
た
事
見
え
、
叉
天
聖
六
年
三
月
程
琳
が
四
川
に
て
預
岡
絹
卒
一
行
ひ
し

時
も
民
之
を
便
と
し
た
と
あ
る
等
に
依
っ
て
知
ら
れ
る
。
此
等
の
記
事
が
示
す
如
く
預
炭
絹
は
前
岱
に
よ
る
買
上
法
な
り
と

は
云
へ
、
此
の
前
貸
に
は
全
然
利
殖
の
目
的
を
含
ま
ず
、
從
っ
て
其
利
率
は
極
め
て
低
か
っ
た
と
思
は
れ
、
蟻
ろ
史
料
の
中

に
は
何
等
利
息
を
附
せ
ず
、
前
貸
と
云
は
ん
よ
り
も
前
挑
ひ
と
孵
す
る
ぞ
適
當
と
恩
は
し
む
る
記
事
さ
へ
徳
へ
て
ゐ
る
の
で

あ
る
。
又
預
買
絹
に
使
用
す
る
銭
を
多
く
和
買
絹
川
の
雄
よ
り
流
朋
し
て
ゐ
る
の
も
、
預
貿
絹
に
利
殖
の
目
的
ぞ
有
せ
ざ
り

し
事
を
示
す
有
力
な
證
擴
で
あ
る
。
宋
史
・
金
貨
志
・
上
三
・
布
吊
・
煕
寧
三
年
の
條
に
、
右
正
言
李
常
な
る
者
が
、
王
安

石
が
財
利
に
急
に
し
て
預
買
組
の
前
貸
に
五
分
（
五
割
の
意
味
）
の
高
利
を
徴
す
る
と
て
、
此
を
非
難
し
た
と
の
記
事
が
見

え
る
か
ら
、
宋
初
に
於
い
て
は
利
率
は
此
よ
り
遥
か
に
低
か
っ
た
と
見
て
誤
り
な
い
。
王
安
石
の
五
削
の
息
で
も
尚
豪
民
の

悟
孵
之
息
に
比
す
れ
ば
そ
の
半
ば
に
止
ま
り
、
此
よ
り
更
に
低
か
っ
た
宋
初
に
於
い
て
は
雌
に
盆
避
の
受
け
る
悪
深
は
大
き

か
っ
た
課
で
あ
る
。
宋
初
の
高
利
岱
抑
雌
方
針
よ
り
察
す
る
に
、
元
來
預
聞
絹
に
は
利
息
を
加
弊
せ
ざ
る
海
肱
川
と
し
、
只

不
挑
者
あ
る
場
合
の
政
府
の
恨
失
〃
｜
顧
臘
し
此
を
縦
ふ
範
剛
に
於
て
極
め
て
椛
率
の
利
息
を
加
へ
、
以
て
貧
避
の
便
徐
を
誰

じ
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
。
要
す
る
に
預
闘
絹
は
前
貸
に
よ
る
絹
の
收
取
た
る
鮎
に
於
て
五
代
の
恥
絹
に
類
し
て
ゐ
た
と
は
云

へ
、
躯
絹
が
高
利
貸
に
よ
る
利
殖
を
目
的
と
せ
る
に
對
し
、
瓶
間
絹
は
利
殖
卒
一
同
的
と
せ
ず
、
却
っ
て
足
川
商
利
礎
の
趾
厄

乖
代
藩
鋪
の
翠
絲
組
と
北
宋
刺
の
預
買
紺
八
七
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1

始
當
時
當
局
者
が
抱
い
た
危
供
も
決
し
て
不
餅
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
か
か
ゐ
餅
肋
渚
の
懸
念
は
勢
ひ
預
災
紺
の
施
行

態
度
を
頗
る
槙
重
な
ら
し
め
た
。
か
の
成
平
二
年
初
め
て
預
斑
紺
法
採
川
を
決
定
せ
し
時
も
未
だ
政
府
の
態
度
は
此
を
全
幽

的
資
行
に
移
さ
ん
と
し
て
ゐ
た
の
で
な
く
、
只
採
川
の
腺
則
を
決
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
此
か
愈
交
至
剛
推

行
に
決
し
た
の
は
此
の
法
を
一
部
地
方
に
試
み
そ
の
成
統
良
好
な
り
し
を
碓
め
た
る
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
當

○

時
の
記
録
に
ラ
公
私
便
之
。
因
下
共
法
諦
辿
」
と
あ
る
に
よ
っ
て
察
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
か
く
天
下
推
行
に
決
し
て
後
も
そ

の
賛
施
に
は
依
然
旗
亜
を
期
し
、
新
に
此
の
法
を
施
行
せ
ん
と
す
る
者
は
中
央
に
奏
請
し
て
そ
の
許
可
を
俟
た
し
め
た
様
で

あ
る
。
此
の
こ
と
は
大
中
祁
符
三
年
即
ち
威
半
二
年
よ
り
十
一
年
後
に
於
い
て
李
士
術
か
此
の
法
を
河
北
に
椎
行
せ
ん
と
せ

し
時
、
河
北
路
に
於
け
る
豪
民
の
高
利
岱
付
の
弊
を
述
べ
、
此
を
救
ふ
鰯
に
迩
興
紺
法
の
必
要
な
る
を
説
き
、
特
に
許
可
を

誌
ふ
て
然
る
後
推
行
を
許
さ
恥
、
朝
廷
も
亦
七
の
前
貸
価
格
を
佳
給
す
可
き
注
意
を
附
帯
し
て
許
可
し
て
ゐ
る
事
に
よ
っ
て

知
ら
れ
る
。
但
し
一
度
許
叫
を
一
堂
け
た
る
地
方
は
先
例
に
則
っ
て
行
ふ
を
一
許
し
て
ゐ
た
も
の
の
如
く
、
宋
會
要
・
金
蛍
咋
七

五
代
藩
瓶
の
緊
絲
絹
と
北
宋
朝
の
瓶
興
紙
八
八

を
抑
へ
ん
と
す
る
に
洗
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
形
式
に
於
て
和
数
す
る
剛
君
も
そ
の
意
義
は
全
く
和
反
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

か
く
宋
朝
は
民
間
高
利
俵
附
抑
脈
の
目
的
よ
り
成
半
二
年
に
至
り
胴
元
方
の
姓
議
を
機
と
し
て
預
災
紺
法
施
行
の
方
針
を

決
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
決
定
常
時
に
於
い
て
は
そ
の
紡
果
が
硴
庇
に
鈴
災
救
桝
の
良
法
た
る
世
を
あ
け
得
可
し
と
の

註
二
三

自
信
を
有
し
て
は
居
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。
寧
ろ
此
を
行
ふ
宙
吏
の
遮
功
馳
利
的
択
生
か
ら
抑
剛
或
は
不
當
商
利
加
算
等
の

弊
筈
起
り
、
結
局
宵
自
ら
民
ぞ
搾
取
す
る
紡
果
老
生
む
に
至
ら
ん
こ
と
を
恐
れ
て
ゐ
た
様
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
憂
脳
哨
後

枇
宋
か
財
政
困
難
と
な
り
、
王
安
布
以
下
の
財
利
の
匝
川
づ
る
に
及
ん
で
現
筏
化
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
菰
圃
紺
法
創

Ｉ
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天
祷
三
年
十
二
月
の
條
に

○
○

三
司
言
。
望
下
途
路
韓
蓮
司
。
依
例
與
支
俄
銭
收
興
紬
絹
。
從
之
。

と
あ
っ
て
先
例
に
擦
る
預
買
絹
法
施
行
の
認
め
ら
れ
た
記
事
が
見
え
る
。
尤
も
右
記
事
中
に
は
預
貿
紬
紺
と
は
断
つ
て
ゐ
な

い
が
、
右
奏
請
は
十
二
月
で
あ
り
、
從
っ
て
翌
非
の
袋
州
し
、
即
ち
預
買
に
對
す
る
用
意
た
る
こ
と
明
か
で
あ
る
。

か
く
預
買
紺
法
は
從
前
よ
り
の
施
行
地
は
先
例
に
擦
り
し
も
、
新
施
行
地
に
對
し
て
は
一
糞
奏
請
し
て
許
可
尭
俟
た
し
め

た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
奏
諦
文
を
読
む
後
人
中
に
は
や
や
も
す
れ
ば
そ
の
奏
請
が
餅
該
一
局
地
内
に
於
け
る
預
圃
紺
法
の

初
加
行
な
る
を
斑
ら
幸
し
て
預
既
絹
法
そ
の
も
の
の
創
始
な
る
か
の
如
く
理
解
す
る
薪
を
も
生
じ
た
に
相
迷
あ
る
ま
い
。
現

に
大
中
鮮
符
三
年
に
於
け
る
李
士
術
の
河
北
に
於
け
る
預
買
絹
法
施
行
は
此
に
先
行
せ
る
も
の
一
二
に
止
ま
ら
ざ
り
し
に
拘

ら
ず
、
此
の
時
の
様
子
を
博
へ
た
記
録
は
、
変
鋒
、
紳
逝
碑
共
に
そ
の
末
文
に
「
其
後
途
推
其
法
於
天
下
」
と
て
恰
も
李
士

術
を
預
貿
紺
法
の
創
始
者
な
る
か
の
如
き
印
象
を
與
へ
る
書
法
を
取
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
勿
論
か
か
る
書
法
は
仰
記
執
筆

者
が
主
人
公
の
功
絞
を
茜
際
以
上
に
大
き
く
印
象
づ
け
ん
と
す
る
意
識
の
發
朧
で
、
他
の
人
物
の
仲
記
の
場
合
に
於
い
て
も

同
じ
書
法
の
取
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
が
あ
っ
た
に
加
異
あ
る
ま
い
。
そ
し
て
そ
れ
に
曲
っ
て
後
人
を
訳
ら
し
む
る
結
果
を
生
み

途
に
弧
買
紺
法
の
創
始
に
開
す
る
異
説
を
生
む
に
至
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

預
園
紺
の
起
陳
並
び
に
そ
の
創
始
常
時
の
利
率
に
開
す
る
筆
者
の
考
察
は
大
僻
以
上
の
如
く
で
あ
る
が
、
此
に
聯
開
し
て

想
起
せ
ら
れ
る
の
は
瀧
師
法
の
起
脈
で
あ
る
。
繊
噸
法
と
は
群
て
筆
者
が
本
誌
十
三
卿
に
於
い
て
そ
の
大
鵬
を
述
べ
て
お
い

た
如
く
、
春
の
農
民
窮
乏
時
に
官
よ
り
照
を
挫
此
に
前
愛
し
（
瞳
は
髄
時
専
寅
仙
で
あ
っ
た
）
、
絲
澁
熟
す
る
の
日
絲
紺
を
以

五
代
藩
如
の
暴
絲
紺
と
北
米
刺
の
瓶
買
紺

二
Ｌ
、
Ⅱ
川
１
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１
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「

五
代
稚
蛎
の
翠
絲
綱
と
北
宋
柳
の
預
斑
絹
九
○

て
代
慨
を
支
挑
は
し
む
る
法
で
、
五
代
・
宋
を
通
じ
て
行
は
れ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。
か
く
瀧
噸
も
そ
の
代
法
卒
松
す
る
に

一
種
の
前
貸
に
よ
る
絲
絹
の
收
取
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
法
も
亦
畢
絲
絹
及
永
預
岡
絹
の
例
よ
り
推
し
て
、
先

づ
民
間
に
發
逹
し
そ
れ
よ
り
官
に
取
入
れ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
老
へ
が
一
雁
浮
か
び
上
っ
て
来
る
。
以
下
此
の
考
へ

の
是
非
に
就
い
て
簡
単
に
私
見
淀
開
陳
し
て
お
こ
う
。

噸
の
車
寅
は
唐
代
に
一
初
ま
り
、
そ
れ
以
前
は
向
山
に
商
順
す
る
辛
許
式
れ
、
叉
車
商
法
附
姶
後
哨
所
謂
行
商
法
と
朔
商
法

と
の
雨
様
式
が
行
は
れ
た
。
育
斑
法
と
は
官
自
ら
淌
礎
者
に
直
接
卿
卒
礎
渡
す
法
で
あ
り
、
通
商
法
は
官
噸
を
商
人
に
壷
下

げ
商
人
を
し
て
消
狸
者
に
販
鵬
せ
し
む
る
法
で
あ
る
。
繊
卿
法
は
云
ふ
迄
も
な
く
育
寅
法
の
一
種
で
あ
る
。
か
く
車
商
法
以

前
は
勿
論
の
事
、
以
後
に
於
い
て
も
通
商
法
と
て
商
人
を
し
て
販
蝿
せ
し
む
る
方
針
が
行
は
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
此

等
商
人
は
販
路
の
開
拓
、
寅
上
坤
加
の
目
的
で
貧
挫
に
對
し
て
は
掛
寅
、
即
ち
常
時
の
語
で
云
へ
ぼ
畭
爽
海
行
っ
た
も
の
と

思
は
れ
る
。
そ
し
て
此
の
除
硬
は
鐡
郷
に
於
い
て
は
絲
細
熟
す
る
の
日
此
を
以
て
支
佛
に
充
つ
可
誉
約
束
の
下
に
取
引
さ
れ

る
場
合
が
必
ず
や
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
か
く
考
へ
來
れ
ぱ
猫
噸
法
も
亦
民
間
に
發
生
し
、
そ
れ
よ
り
官
に
収
入
れ
ら
れ
た
と

老
へ
て
差
支
へ
な
い
様
で
あ
る
。
殊
に
預
買
紺
の
例
老
知
る
者
と
し
て
は
益
堂
此
の
老
へ
に
肯
定
的
態
度
を
示
さ
ざ
る
を
得

な
い
の
で
あ
る
。四

、
結
語

以
上
数
章
に
わ
た
っ
て
述
べ
し
所
に
よ
り
五
代
の
畢
絲
絹
と
北
宋
朝
の
預
買
絹
と
の
異
同
は
大
鰐
明
か
に
な
っ
た
こ
と
と

思
ふ
が
、
尚
此
所
に
そ
の
要
鮎
か
二
括
し
て
理
解
の
便
に
供
す
る
な
ら
ば
、
雨
者
は
、

１
１
Ｉ
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（
イ
）
前
貸
に
よ
る
絹
の
收
取
と
云
ふ
形
式
に
於
い
て
相
通
す
る
も

（
ロ
）
畢
絲
絹
は
そ
の
前
貸
が
利
殖
を
目
的
と
す
る
に
對
し
、
菰
貿
紺
は
利
殖
の
目
的
を
有
せ
す
、
從
っ
て

（
Ｃ
緊
絲
絹
は
貧
農
搾
取
の
手
段
た
る
に
反
し
、
預
買
絹
は
貧
農
救
濟
の
手
段
で
あ
っ
た
ｃ

右
の
如
く
雨
者
は
そ
の
形
式
に
於
い
て
相
通
す
る
も
そ
の
意
義
目
的
は
正
反
對
で
あ
り
、
前
者
は
大
衆
生
活
を
岻
迫
す
る

悪
法
で
あ
り
、
後
者
は
此
を
救
濟
す
る
良
法
で
あ
っ
た
と
云
ふ
こ
と
が
出
來
ろ
。
即
ち
此
の
雨
法
を
對
照
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
も
五
代
と
宋
初
と
の
政
道
の
弛
張
を
窺
ふ
と
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
宋
が
預
貿
絹
法
を
貧
農
救
濟
の
一
手
段
と
し
て
之
を
迩
川
し
、
剛
家
の
對
内
的
使
命
と
も
云
ふ
可
き
抑
富
救
貧

の
理
想
に
精
進
し
得
た
の
は
此
の
法
の
創
始
後
極
め
て
短
き
期
間
の
間
で
あ
っ
て
，
創
始
當
時
當
局
者
が
危
恨
し
た
弊
害
は

幾
何
も
な
く
現
賛
と
な
っ
て
綾
川
し
、
加
ふ
る
に
北
宋
中
葉
以
後
の
没
性
的
財
政
難
は
途
に
預
貿
絹
法
を
し
て
逆
に
選
民
搾

取
の
悪
法
に
堕
落
せ
し
め
た
の
で
あ
る
Ｊ
即
ち
初
め
は
愉
吏
か
納
絹
不
能
の
恐
あ
る
貧
農
に
對
す
る
前
儀
を
拒
み
、
却
っ
て

前
貸
の
必
要
な
き
富
農
に
抑
配
す
る
の
弊
起
り
、
此
と
前
後
し
て
財
政
難
を
救
ふ
一
手
段
と
し
て
前
貸
の
利
率
が
漸
次
引
上

げ
ら
れ
、
次
い
で
絹
を
以
て
す
る
支
挑
を
、
そ
の
価
格
に
相
糊
す
る
銭
を
以
て
支
挑
は
し
む
る
風
起
り
、
此
を
折
吊
鏡
と
稲

し
た
。
折
帛
銭
の
徴
收
は
次
錐
に
杵
及
し
、
結
局
預
買
紺
は
銭
を
錠
し
高
利
を
加
へ
て
銭
希
支
挑
は
し
む
る
一
種
の
高
利
岱

に
鍵
じ
た
。
然
も
弊
需
は
此
所
に
止
ま
ら
ず
．
後
に
は
鎧
冷
岱
出
せ
ず
し
て
折
隅
錐
を
徴
し
、
爲
に
南
宋
時
代
に
は
折
冊
銭

は
一
種
の
税
と
化
し
て
農
民
の
負
推
重
加
と
な
っ
て
ゐ
た
。
か
く
預
買
絹
法
の
鍵
遜
中
に
も
宋
の
政
道
の
弛
張
、
阿
迩
の
盛

衰
が
反
映
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
靴
に
就
い
て
は
後
日
折
冊
鏡
の
起
原
を
中
心
と
し
て
更
め
て
詳
究
す
る
心
組
を
有

五
代
藩
銅
の
翠
絲
絹
と
北
宋
棚
の
預
買
網
九
一

犀
Ｌ
■
Ｆ
Ｌ
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五
代
藩
噸
の
畢
絲
紺
と
北
宋
畑
の
瓶
貿
紺
九
こ

し
て
ゐ
る
の
で
、
本
稿
で
は
只
上
述
の
梗
概
を
参
老
に
供
し
て
誰
を
棚
く
こ
と
と
す
る
。
（
完
）

註

八
五
代
の
誹
緬
が
親
史
を
通
し
て
自
ら
潔
易
を
行
っ
て
ゐ
た
事
は
縦
壷
治
通
踊
長
細
巻
一
八
太
平
興
剛
二
年
正
月
丙
寅
の
條
に
見
え
る
。

九
註
「
四
」
参
照

一
○
か
か
る
方
法
は
脳
以
來
行
は
れ
、
そ
の
雌
も
陛
し
き
例
は
天
砿
鯉
に
於
い
て
見
ら
れ
る
。

一
一
匿
順
二
年
八
月
の
條

一
二
股
順
三
年
四
月
及
び
五
月
の
朧

一
三
部
曲
は
賎
趾
と
も
盟
係
あ
る
も
の
で
、
洋
細
は
別
に
研
究
を
侠
た
れ
ば
な
ら
ぬ
。

一
四
笂
悪
等
の
語
は
五
代
の
丈
猷
に
多
蝋
見
え
て
ゐ
る
が
、
一
例
を
あ
げ
る
と
川
府
元
弛
巻
九
六
帝
王
部
。
赦
宕
・
円
太
祀
・
随
順
元
年
正

月
丁
卯
即
価
の
條
に
は
賓
孫
。
門
客
等
の
語
が
見
え
て
ゐ
る
。

一
五
四
千
餓
人
の
内
諜
は
川
府
元
組
確
廻
邦
計
部
・
濟
軍
・
開
通
二
年
の
條
に
、
腫
頭
小
底
轆
椛
宮
共
せ
て
三
千
四
十
四
人
、
馬
軍
七
百
七

十
二
人
、
歩
軍
一
千
七
百
七
十
二
人
と
見
え
．
事
瞳
は
五
千
人
を
超
え
て
ゐ
る
。

一
六
例
へ
ば
朋
府
元
弛
確
型
邦
計
部
。
濟
皿
・
開
通
二
年
の
條
に
否
州
の
安
叔
千
が
脳
頭
那
一
百
人
を
献
じ
た
こ
と
が
見
え
る
、
願
頭
亜
は

註
一
五
の
記
事
に
依
り
、
叉
本
文
臘
子
・
商
睡
耶
將
等
の
記
馴
に
依
り
、
私
共
た
る
と
と
明
か
で
あ
り
、
此
の
一
例
か
ら
も
鮒
時
の
藩

蛎
が
一
般
に
少
か
ら
ぬ
私
兵
を
有
し
て
ゐ
た
と
と
を
認
め
搾
る
。

一
七
史
洲
十
三
鯛
所
城
、
拙
椛
「
五
代
の
消
微
に
就
い
て
」
参
照
。

一
八
迩
墹
法
に
就
い
て
は
前
出
「
五
代
の
沿
微
に
就
い
て
」
参
照
、
術
後
文
に
於
い
て
も
論
及
す
る
帯
で
あ
る
。

一
九
此
が
預
買
な
る
こ
と
は
価
銭
支
與
の
時
期
が
十
二
月
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。

二
○
剛
家
財
政
の
膨
脹
に
就
い
て
は
雁
史
畢
研
究
所
敵
、
拙
稲
「
北
米
時
代
に
於
け
る
撞
幣
經
濟
の
發
逵
と
國
家
財
政
と
の
闘
係
に
就
い
て

の
一
考
察
」
を
参
照
。

二
一
撞
戸
に
就
い
て
は
別
に
論
述
す
る
。

こ
こ
守
山
閣
叢
香
本
。

二
三
借
入
れ
を
欲
せ
ざ
る
者
に
無
理
食
を
な
す
を
云
ふ
。




